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話すことから読むことへ 「役に立つ1外 国語

川 本 茂雄

「役 に立つ」外国語は必ずしも話 しことばとしての外国語では ないφそ う認 める

ことに吝かであ つてはなるまいが ・しかもなお・現在 の世界状勢では外国語を聴販

しち話すζ との能力 が・ます ます必要 になっていることもまた否めない。

ところで・外国語を学んだ り教えた りす るに当 って・まずその 口頭能力を養い育

だて・それをさらに発展 させ て・読んだ り書いた りす る力を開発 したらどうだろう

と、誰しも一応思 ってみる ことであろ うoそ の理由 としてしば しば、子供 はまず話

しことばを相当に使いこなせる よ うに な凱 それから読み書 きを覚えるのだとい う

事実が引合 いに出 される。しか し、これは充分な論拠 とはな らな い。子供 が母国語

を習い覚え るの とb大 人が外国語を学 習するのとでは、条件の相違 があ まりに も甚

だし くて、一を も って他を推 すことは無理だからである。

けれ ども、外国語習得 の場合に も話 しことぱ から書 きことばへ とい う順序 を正し

い とすべ き別 の論拠が』近 頃主張されて きたoし かもtす でにそれが議論の段 階に

のみ止らず、実験に よって裏付けられはじめ ている。

そのよ5な 知見をひらいて くれたのには㌧構造言語学 の考えかたが大いにカあ っ

た とい って よろ しかろ うo講 造言語学はbこ とば とい5も のは可成 り数の限られた

要 素から成 り立つ ものとの見解を生 み出すことになった。一言語で用い られる音声

の種類 は、一般 に思 われてい るよ り案外に少 くbそ こにさらに音素 とい う観念を入

れて考 えると、構成要素がい っそ う数少 くなるo音 声 としても音 素 としても㌧一言

目語 の母音は5箇 ぐらいから1・5箇 ほ どに限 られ てい る場合が多い 。菟 去溝造につい

て考えてみ ても、例 えば文型 とい5も のは そ う数の多い ものではない。少 くとも口

常頻繁に使 われる文型の数は,整 理 の仕方に よっては相当に少い とい うことが可能
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にな る。ただし』語彙(")は 例 外でしr香 語の単 語は何万 とい う数 に及ぶ のが普

通 そあるpけ れど も,こ こで もD.ご く具体的 な日常生活のためには1,000語 か ら一

せ いぜい2,qoO語 もあればb結 構間に合 うとい5こ とが次第 に広 く認め られつ』あ

るo或 る賞語を新 し く習 う場合に、限られた数の要素を し、つか り身 につげて、それら

が自由 に使い こなせれば 、その後は生活経験 が豊富にな り、高度な文献 に接す 為こ

とが多 くな るにっれ 、単語や熟 語が次第に多 くな ってゆく。 要は.基 礎的な音声

(音 素)、 丈型、単語を 何の苦もな しに使いこなすカを、 まず身につけることで あ

るoそ うい うカがい ったん身につけば,外 国人 と話 し合 う機会 も多 くなり、議 し合

55ち に外国語 の知識 も増 してゆけるのであるoそ の反対 に.bい つ までた っても懸

命 に耳 をそぱた て 』いな くては相手の外国語の発音が聴 きとれない とい うのでは・

会話 も億 劫にな り、雪だる ま的な発展はまず望むべ くもないo

・こ5し た隈 られた基礎的な構造要素を,そ れをほ とんど無意識 に使い こなし得 る

.までに身につけるには㌧初学段階で徹底的 に練 習を重ねるこ と力泌 要であ るo習 得

すべき ことが限 られ てい るか ら・それだけ時間を充分かけて練習しても、実は案外

に時を要 しないのである。 しか も口頭で訓練を進 めてゆ くと、比較的短い時間に多

量の練 習を積むこ とができ るoい ろいろの実験 ・調査 の報告に よるとし ほy200時

'間 か ら 甜0時 聞∩練 習を2月 ないし5月 で行 うと、初歩的なが ら流暢な外国語が使

い.こなせ るようにな る。5叩.時 間の うち少 くとも1DO時 間.はし1angUagglabo一

.ratOryで 先 生 な し で 練習をすることがで きる。500時 間全部をテープの.

媒 音教材だけで独習させ るとい う方法 も、 アメ リカでは実験 され て、 成功が報 ぜら

・れている。ち よっと外国人とは感ぜ られないほどの流暢 さに至 った とい う進歩の例

が報告されているo

こん な傾向を もっと研 究発展 させてゆけ麟 話 しことばか ら読み書 きへ と』一貫

して 「役 に立つ」外 国語のカが養 成されてゆ ぐとい うの も、あ ながち不 可能 ではな

くな るの ではなかろ隻うか?

(語 学教育研究所管理委員)
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